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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本研究は、がん細胞特有の運動特性に応答して、手術後に残存し得る転移性がん細胞のみを誘引・

捕捉し、殺傷可能な薬物担持マトリックスのプロトタイプを開発している。本研究で得られた知見

は、がん細胞の選択的捕捉担体の設計指針だけでなく、間質組織における転移性がん細胞の三次元

運動制御機構の解明においても有益なものであり、生体材料化学と医用生体工学 上価値ある業績

であると認める 。 
 


